
祗
島
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

第

四



嘱

託

小

此

木

忠

七

郎

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告

第
四

禍

幅
島
縣
餐
見
石
器
時
代
土
偶
闘
版
解
説

縣



第
一
二

闘

第

二

圏

解

説

附

閾



々
楕
闘
形
を
為
せ
る
は
注
目
す
べ
さ
様
式
な
り
と
す 。

� ． 

駿
の
戚
と
典
ふ＞

其
の
構
造
は
扁
平
に
て
全
證
角
張
ら

ず
に
丸
み
を
帯
び
内
部
充
賓
し 、

各
部
の
横
断
面
が
夫

製
作
上
の
一
般
の
手
法
は
標
式
的
の
厚
手
型
な
り 。

凸
文（
陽
刻）
を
用
び 、
更
に
鐵
朱
を
以
て
罷
劃
的
の
彩
色
を
施
せ
b o

故
に 、
放
果
的
に
は
頗
る
謹

大
沼
郡
原
谷
村
字
小
和
瀬

本
岡
に
掲
げ
た
る
士
偶
は 、
滴
羅
の
砂
を
混
じ
た
る
粘
土
を
用
び
て
先
づ
粗
形
を
造
り 、

水
混

を
失
は
ざ
る
内
に
細
部
を
加
工
し 、
日
光
及
び
風
氣
に
晒
し
て
充
分
乾
燥
せ
し
め 、
然
る
後
に
燒

入
れ
を
施
し
た
る
も
の
に
し
て 、
燒
締
9
は
堅
< ‘

褐
色
を
帯
ぴ ‘
叩
昔
は
石
器
に
近
し 。

細
部
は

出

士
地

第
二

版

第
一

版

同

上

背

面

雄
性
土
偶（
宜
大）
前
面

幅
島
縣
餐
見
石
器
時
代
土
偶
岡
版
解
説



な
り。

表
は
3
れ
た
る
風
俗
は、
頭
部
よ
9
覆
面
頭
巾
を
被
9．
艦
幹
は
密
着
せ
る
筒
袖
の
上
衣
と
纏

足
部
が
殆
ん
ど
崎
形
的
に
短
縮
せ
る
は、
燒
入
れ
の
前
程
と
し
て
充
分
乾
燥
せ
し`
ゞ
る
に
常
り、

地
物
に
立
て
掛
け
し
を
も
つ
て、
全
罷
の
重
量
を
受
け
て‘
其
部
分
が
特
に
限
縮
せ
ら
れ
し
に
因

又
雨
股
が
著
し
く
左
右
に
踏
張
り
を
示
せ
る
は。
一

般
の
土
偶
に
共
通
の
姿
態
な
ら,o

雨
腕
は
甚
し
く
非
寓
宜
的
に
取
扱
は
れ
あ
る
も、
こ
れ
亦
士
偶
に
往
々
見
受
く
る
型
な
り。

本
士
偶
の
首
部
が、
特
に
一

種
怪
偉
な
る
形
朕
を
呈
せ
る
は、
本
来
顔
面
そ
の
女
ヽ
を
模
し
た

嘗
時、
各
種
の
昆
録
の

刺
害
を
避
く
る
た

竺
竹
又
は
木
質
の
桓
に
布
を
張
り
鼻
目
の
擬
形
あ
る
仮
面
を
取
り．．
 附
け
た

る
一

種
の
被
り
物
を
頭
部
よ
り
着
用
す
る
は。一

般
に
行
は
る
A
風
俗
な
り
し
と
思
は
る
。

此
形
朕
の
士
偶
は、
従
来
諸
所
に
於
て
痰
見
せ
ら
れ
し
が、
何
れ
も
自
然
の

顔
面
を
模
し
た
る

頭
巾
の
左
右
雨
側、
下
垂
せ
る
部
分
の
前
後
に
は
通
氣
孔
を
有
しが
孔
口
に
は、
一

種
の
口
具
を

取
付
け
た
る
朕
の
表
は
3
れ
た
る
を
見
る。

な
匠、
本
士
偶
に
用
ひ
た
る
文
様
は、
第
二
十
七
版
46
4747
の
ご
と
く、
所
謂．
ア
イ
ヌ

系
文
様
の
特，

色
を
示
す
網
朕
の
曲
線
文
様
な
り。

全
て
の
土
偶
は
殆
ん
ど
必
ず
性
別
を
有
す。

に
ほ
ゞ

同
大
の
雌
性
土
偶
出
土
し
た
る

汽
不
幸
に
し
て
甚
だ
破
損
せ
り。

を
第
二
十
三
版
5

圏
に
掲
げ
懺
含
し
が．
乳
房
の
存
在
に
ょ
つ
て
雌
性
な
る
を
表
示
せ
る
も
の

な
り。

思
人
に、
雌
雄
一

到
の
紳
像
と
し
て
製
作
さ
れ、
且
つ
取
扱
は
れ
し
も
の
な
る，
べ
し
J

'

,

こ
の
遺
蹟
は
氏
見
川
の
左
岸、
河
縁
よ
り
約
四
十
米
突
を
距
て
た
る
桐
畑
中
に
あ
り。

そ
の

包
含
層
は
地
表
下
約
o·

七
米
突
に
位
し証
砂
礫
層
の
上
部
に
あ
り
て、
腐
植
層
を
以
て
蓋
は
れ、
断

績
し
て
貼
在
せ
り。

そ
の
賤
映
の

基
底
を
な
せ
る
砂
礫
層
は
甚
だ
厚
く届
包
含
層
は
平
水
時
に
於
け
る
水
準

高
距
約
三
米
突
を
算
す。

登
掘
せ
る
遺
物
は、
上
記
土
偶
の
外・
石
斧（
打
製．
磨
製）
石
剣、
石
棒．
石
鏃．
石
屑‘
鐵
朱‘
厚
手
土
器
等

な
匠、
こ
の
遺
蹟
は
音
て
水
害
に
よ
り
て
攪
鉦
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
思
は
る
。

本
土
偶
は
雄
性
な
り。

に
非
ざ
る
こ
と
上
述
の
事
由
よ
b
し
て
明
白
な
り。

る
に
非
ず
し
て、
特
殊
の
覆
面
頭
巾
を
被
れ
る
朕
を
表
は
せ
し
に
よ
る。

一

片

同
一

の
遺
蹟
よ
り
別

る
べ
し。

ひ．
腰
部
以
下
は‘
狭
く
且
つ

短
さ
袴．
を
穿
つ。

足
は
跳
足
に
し
て雨
明
か
に
趾
を
示
せ
9。

こ
の



物
言
は
は
問
は
ま
し
も
の
を

五

物
問
へ、
ど
問
へ
ど
答
へ
ず

う
べ
し
こ
そ
し
か
に
あ
る
ら
め

い
つ
の
代
の
如
何
な
る
人
の

玉
く
つ
き
の
名
残
な
る
ら
し

し
か
も
有
ば
幾
世
埋
れ
し

埴
輪
と
ふ
た
ぐ
ひ
な
ら
め
と

名
づ
け
そ
め
し
か
言
初
め
つ

い
と
め
づ
ら
し
み

遠
さ
世
の．
手
ぶ
り．
し
な
せ
ば

磯
の
か
み
古
§
む
か
し
の

そ
の
様
の

近
き
代
の
物
と
も
見
え
ず

し
づ
の
男
が
掘
り
出
し
た
る

其
の
か
た
の
あ
や
に
怪
し
く

會
津
の
や
野
尻
の
里
の

山
そ
は
の
畠
打
つ
は
し
に

共
に
こ
>
に
引
用
す
べ
し
J

に
局
す
る
も
の
と
思
は
る。

0.
 

會
C,

其
の
文
様

は
第
二
十
七
版
48
の
如
く
一

般
薄
手
に
用
ひ
ら
る
>
凹
刻
に
し
て‘
且．
つ
手
法

こ
の
覆
面
頭
巾
は．
桓
の
内
面
に
租
質
の
織
物
を
張
り，
以
て

河
沼
郡
上
野
尻

本
士
偶
は、
砂
粒
な
く
緻
密
な
る
粘
土
を
用
び、
形
朕
は
中
空
間
筒
朕
を
な
せ
る
一

種
の
様
式

に
し
て．
燒
締
り
中
等、
全
鐙
に
緒
色
を
呈
し‘
頭
頂‘
雨
腕
及
び
下
證
部
は
映
損
す。

頭
部
ょ
り
覆
面
頭
巾
を
被
る。

透
光
通
氣
に
備
へ
た
る
も
の
と
思
は
る。

開
部
は、
第
二
十
七
版
48
の
ご
と
さ
文
様
を
以
て
装
飾
し．
更
に
頸
部
以
上
に
朱
彩
を
施
し
た

の
軽
快
な
る
こ
と、
及
び
空
洞
な
る
こ
と．
士
質
の
水
簸
十
分
な
る
貼
等
よ
り
し
て、
薄
手
の
後
期

遺
蹟
は、
阿
賀
川
の
左
岸
に
沿
へ
る
段
丘
に
あ
り。

約
三
十
年
以
前、
岩
越
線
鐵
逍
工
事
の
際

偶
々
こ
の
遺
蹟
を
浚
掘
し
て
本
土
偶
を
得
た
る
よ
し
な
る
も、
遺
物
の
包
含
状
態
詳
な
ら
ず。

尚
ほ
此
の
遺
蹟
に
て
は
今
よ
り
百
十
三
年
前
に

も
一

證
の
士
偶
を
登
見
し
た
る
こ
と
あ
り、

記
事
は
丙
午
商
筆
第
百
壼
倦
に
詳
か
に
し
て、
左
岡
の
如
さ「
ス
ケ
ッ
チ」
ヒ
掲
げ
あ
れ
ば
；全
文
と

〇
會
津
野
尻
繹
に
て
掘
得
た
る
士
人
形

こ
と
し
文
化
十
二
年
と
い
ふ
歳
の
六
月
ば
か
り、
會
津
河

沼
郡
野
尻
葬
ょ
●、
上
れ
る
泄
の
士
物
を
掘
出
せ
し
か
ば．

そ
を
見
て
詠
め
る
長
歌

出
士
地

ヽ

第
三
版

雄
性
土
偶（
宜
大）
公
但
前
面
9

左〕
右
側
面

四



遠
3
代
の
誰
が
か
た
み
と
か
残
る
ら

む
此
れ
の

埴
輪
を
見
れ
ば
悲
し
も

河
沼
郡
野
澤
組
上
野
尻
村
百
姓
徳
左
衛
門
歳
四
十
三 。

ー
此
者
掘
出
し
候
ー
—
ー

歳
二
十
四 ゜

一 、
右
村
方
は
我
越
後
海
道
繹
所
に
御
座
候 。ハ

ヤ
シ

サ

キ

- ‘
掘
出
候
場
所
は
居
村
よ

b
二
丁
餘
隔 ‘
字
林
崎
と
申
所
に
御
座
候 。

月
十
四
几
伏
畠
と
唱
へ

荒
う
な
へ
に
参
候
糊
己
の
上
刻
と
相
聞
掘
出
候
由 。

但
右
場

所
館
跡
と
申
側
に
て 、
和
矢
根
石
r

（
た
石
杯
稀
に
掘

出
候
由 ‘

誰
居
住
の
申

分
は
不
相
分

右
随
筆
原
本
は 、
新
潟
市
縣
立
岡
書
館
の
秘
蔵
な
る
が 、
昨
年
越
佐
地
方
見
學
の
際 、
山
中
樵
君

の
示
数
に
よ

ク
始
め
て
此
れ
あ
る
を
知
り
た
り 。

意
ふ
に 、
此
れ
こ
そ
本
縣
の
士
偶
に
関
す
る

最
初
の
文
献
と
い
よ
べ
け
れ 。

因
に
記
す 、
天
明
文
政
の
問 ．
會
津
に
田
村――一
省
と
い
人
人
あ
り
て ．
封
内
の
遺
蹟
遺
物
に
精
通

し 、
遺
著
會
津
石
譜
あ
り 。

其
中
に
石
器
士
器
の
記
事
散
見
せ
る
がュ
石
弩
を
産
す
る
地
は
必
ず

烏
古
瓦（
士
器）
の
破
片
あ
り 、
そ
の
無
さ
地
1
り
出
づ
る
こ
と
を
未
だ
聞
か
ず」
と
言
竺
然
れ
ば
上

古
は
鐵
な
く
て
石
を
鏃
と
す
る
な，
り 。

頃
日
蝦
夷
の
矢
9と
見
る
に
角
の
鏃
な
り 、

鐵
な
さ
故
な

ら
む」
と
解
し
た
る
如
さ
は
敬
服
に
値
す
る
卓
見
な
る
が 、
士
偶
ら
し
さ
遺
物
の
こ
と
は
更
に
記

載
し
あ
ら

ず 、
士
偶
は
嘗
時
全
く

未
知
の
遺
物
な
り
し
故
な
る
べ
し ↓

査
採
集
を
試
み
た
9
と
云
ふ
會
津
領
内
の
遺
跡
地
名
四
拾
餘
ケ
所
を
同
害
に
列
記
し
た
る
は

注
意
す
べ
く ‘

其
中「
上
野
尻
村 、
柴
崎，
へ
行
畑
よ
り

出
づ
云
J々

と
あ
る
は 、
丙
午
隧
筆
に
所
謂
編
太

郎
掘
出
し
の
地
及
び
此
の
第一
1
-，
版
土
偶
出
土
の
地
と⇒二
者
正
し
く
暗
合
す
る
所
あ
る
に
省
み

て 、
此
邊
遺
蹟
地
帯
と
し
て
既
に
久
し
く

識
者
に
注
目
3
れ
し
こ
と
明
か
な
b o

第
四
版

、

雌
性
土
偶（
宜
大 、
下
證
映
損）
公⇔〕
前
面〔
中〕
左
側
画
左〕
背
面

出
士
地

河
沼
郡
千
疾
原

本
士
偶
は 、
適
最
の
砂
を
混
じ
た
る
粘
士
製
に
し
て
極
竺
蹄
り

堅
く 。

灰
色
を
帯
び 雀
様
式
は
平
板

候 。
八
石
六
斗
或
升
壺
合 。

か
た
み
と
こ
れ
を

反
歌

娘
さ
い
歳
十
四 ゜

七

但
し
田
村
氏
自
身
に
踏

蕎
萎
蒔
節
に
至
六

小
四
人 。

外

馬

妻
し
文
歳
四
十
二 。

ゆ
か
し
け
ど
せ
む
す
べ
を
な
み

あ
は
れ
＄
を

あ
は
れ
偲
ば
む

枠
編
太
郎

一
疋 。

持
高

六

直
中



用
ひ
た
る
穿
孔
の
映
痕
な
り。
L

.
[

.`
上
衣
は
詰
襟
の
筒
袖
に
し
て＇、
胸
前
に
て
左
右
よ
り
紐
結
び
に
為
し、
乳
部
に
は
一
到
の
ポ
ケ

ヅ
ト
あ
り、
袖、
肩、
様
背‘
脇
等

に
刺

績
交
様
を
施
す。
，
こ
の
文
様
の
敷
設
が、
努
め
て
左
右
均
等
と

避
け
た
る
は
頗
る
注
目
に
債
す。

前
面・
18
岡
は
背
面
の
文
様
な
り。

＇、
な
ほ‘
乳
部
の
突
起
せ
る
は
女
性
の
表
象
な
る
も、
衣
服‘
帽
子
等
の
形
朕
よ
り
推
せ
ば、
営
時
の

男
女
の
風
俗
に
は、
概
し
て
甚
し
さ
相
違
無
か
り
し
特
殊
の
士
俗
を
暗＝
示
す
る
も
の
な
り。

本
土
偶
螢
掘
の
遺
蹟
は、
只
見
JII
口
の
右
岸
に
位
す
る
段
丘

上
に
在
り。

様
式
は
角
張
ら
ざ
る
平
板
朕
に
し
て．
第
二
十
八、
二
十
九
雨
版
と
略
々
同
型
に
属
すー
ト
[

腹
部
前
方
に
突
出
し、
又
脚
部
の
下
端
連
接
し
上
部
開
孔
せ
る
は、
た
ゞ
破
損
を
防
ぐ
技
工
上

の
用
意
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な
り。

衣
装
は
刺
繍
を
以
て
飾
り、
特
に

背
面
臀
部
に
於
け
る

文
様
の
布
置
頗
る
盛
な
り。

本

土
偶
は
雌
性
な
れ
ど

寃
臀
部
平
坦
に
し
て
突
出
せ
ざ
る
は、一

般
の
雌
性
士
偶
と、
構
造
上

多
少
そ
の
趣
を
異
に
せ
る
式
型
な
り
と
す。

遺
跡
は、一

耶
麻
郡
木
幡
村
字
上
林

J

九

ノ
戸
JII
右
岸
の
段
丘
一

帯
を
占
め
て
廣
大
な
る
地
域
に
跨
り、
山
林‘
耕
地
及
村
落

宅
地
に
亘
り、
悉
く
遺
物
の
散
列
地
に
し
て、
厚
手
及
薄
手
士
器、
石
棒、
石
剣、
多
孔
石‘
叩
石、
磨
製
及

打
製
石
斧
種
々
の
石
製
利
器
等、
造
物
の
種
類
敷
最
頗
る
豊
富
な
り。

砂
を
混
へ
た
る
粘
土
を
以
て
作
9‘
燒
締
り
は
堅
く、
灰
色
を
呈
せ
り。

出
土
地

第
五
版

雌
性
土
偶
下
壼
部（
宜
＊）〔
右〕
前
面〔
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

そ
の
非
到
稲
的
な
る
を
見
る
べ
し。

す
な
は
ち、
第
二
十
六
版
159
岡
は
左
肩`
16
圏
は
右
肩`
17‘
園
は

顔
面
は
素
面
に
し
て
輪
郭
丸
<‘
眼
は
上
方
に
釣
上
れ
9。

し
あ
b
し
こ
と、
耳
采
に
残
れ
る
痕
跡
に
よ
っ
て
推
し
得
べ
し。

頭
部
に
は
帽
子
を
被
れ
り。

こ
の
帽
子
の
前
後
左
右
に
見
は
れ
た
る
溝
は‘
飾
毛
の
挿
入
に

そ
の
雨
耳
に
は、
耳
飾
り
を
附
着

朕
に
て
角
張

丸
断
面
は
方
形
又
は
長
方
形
を
呈
す。

、
'.

入



列
を

見
る

U

出
士
地

北
會
津
郡

第
六
版
下
段

，
 

一
箕
村

―

―

 

土
偶
首
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
背
面（
左〕
上
面

一

箇
の
穿
孔
あ
り
J

の
毛
髪
等
を
挿
入
す
る
に
用
ひ
し
も
の
な
る
こ
と 、
上，
段
士
偶
の
其
れ
と
同
様
な
り 。

遺
蹟
は 、
喜
多
方
平
野
の
東
北
高
地
上
に
位
し

諏
訪

紳
社
附
近
に
厚
手
及
び
薄
手
士
器
の
散

形
朕
は
稽
扁

平
に
し
て
角
張
ら

ず 、
勘
面
楕
圃
形
を
呈
せ
り 。

偶
と
恐
ら
く
同
一
様
式
の
も
の
な
る
べ
し 。

鼻
梁
頗
ろ
高
く ．
ま
た
頭
頂
よ
り

後
頭
に
通
じ
た
る

砂
を
含
め
る
粘
士
に
て
作
り 涵

燒
締
り
強
く ‘

灰
白
色
を
呈
す 。

れ
に
石
器
を
出
す 。

出
士
地

耶
麻
郡
熊
倉

第
六
版
中
段

土
偶
首
部
残
訣（
箕
大）〔
右）
前
面
中〕
右
側
面〔
左〕
背
面

砂
と

含
め
る
粘
士
を
以
て
作
り ‘

燒
締
り

堅
V ‘
褐
色
を
帯
ぶ 。

顔
面
の
輪
郭
丸
＜ ‘

且
瞼
裂
斜
走
せ
る
こ
と ぶ
恰
も
第
三
版
土
偶
と
酷
似
し 、

鋏
失
惜
部
の
構
造

式
型
ま
た
該
士
偶
と
同
式
な
る
も
の
と
推
せ
ら
る 。

頭
頂
平
坦
に
し
て 、
左
右
雨
端
及
び
後
端
よ
り

斜
め
に
下
方
に
通
ぜ
る
三
箇
の
穿
孔
あ
b o

此
等
の
穿
孔
は ‘
被
髪 ‘
齢 ‘
又
は
帽
子
飾
り

等 、
常
時
の
士
俗
を
模
す マヽ
＜ •

土
偶
の
頭
部
に 、
毛
髪 、
初

毛
若
く

は
繊
維
の
類
を
挿
入
す
る
に
備
へ
し
忍
の
な
る
べ
し 。

遺
跡
は 、
若
松
市
の
北
方
一
箕
山
麗
の
耕
地
に
存
し 、

厚
手
及
び
薄
手
士
器
を
散
列
し 、
士
た
稀

本
士
偶
は
覆
面
士
偶
の
首
部
賤
映
に
し
て 、
頭
部
凹
陥
し

i

且
つ
其
の
周
邊
に
穿
孔
の
跡
あ
る

よ
り

考
ふ
る
に
頭
頂
に
は
大
な
る
髪
飾
を
有
せ
し
も
の
な
る
べ
し 。

耳
形
に
附
し
た
る
穿
孔
は
覆
面
頭
巾
の
通
氣
口 ．
ま
た
頭
後
の
文
様
は
そ
の
刺
繍
文
な
り 。

（
第一
阪
第一
1

版
解
説
参
照）
後
頭
部
の
大
な
る
凹
陥
は 、
後
世
に
於
て
鋏
損
せ
し
も
の
と
思
は
る 。

出
士
地

北
會
津
郡
一
箕
村

第
六
版
上
段

土
偶
首
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

此
れ
乃
ち
頭
飾
用

橙
部
の
構
造
は 、
第
七
岡
版
士

1

0
 



本
士
偶
は、
上
段
と
同
一

遺
蹟
よ
り
出
土
せ
る
も
の
な
り。

雄
性
土
偶（
賓
大）玉
右〗
前
面〔
中〗
左
側
面〔
左〕
背
面

北
會
津
郡
門
田
村
字
御
山

砂
を
混
じ
た
る
粘
士
に
て
製
し雀
燒
締
9
は
中
等
に
し
て‘
褐
色
を
帯
び
た
り。

様
式
は
第
一

岡
版
士
偶
と
同
系
な
れ
ど
も
稽
後
期
に
属
し、
全
證
に
平
板
朕
を
な
し‘
且
つ
丸

み
を
帯

焚
顔
面
に
は
僅
に
朱
彩
の
跡
を
存
す。

風
俗
は
頭
に
被
り
物
を
戴
§‘
寛
闊
に
し
て
長
き
槻
衣
様
の
上
衣
を
著
し、
更
に
袴
を
穿
て
り。

上
衣
の
肩
部
に
綿
峰
を
有
すシ

此
れ
は、
特
に
上
衣
の
該
部
分
に
綿
又
は
毛
を
縫
込
み
て
突

起
を
作
れ
る
一

種
の
仕
立
方
を
表
は
す
も
の
に
し
て、
士
偶，
の
土
俗
上
往
々
見
受
く
る
と
こ
ろ

な
り。

本
土
偶
に
於
て
は、
右
側
の
綿
峰
は
右
腕
と
共
に
映
失
せ
る
残
痕
あ
り。

遺
蹟
は
若
松
市
の
南
方
約
二
里、
田
島
街
道
の
東
側
丘
上
俗
に
八
幡
上
と
稲
す
る
畑
地
に
痰

汎
な
る
地
域
を
占
め、
散
列
の
遺
物
は
石
剣、
土

版
其
他
種
類
敷
最
共
に
豊
富
な
り。

一

種
の
形
式
を
有
す
。

雌
性
土
偶
腰
部
残
訣（
宜
大
H
右〕
前
而〔
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

南
會
津
郡
長
野

本
士
偶
は、
砂
を
混
じ
た
る
粘
土
を
以
て
作
ら
れ、
燒
締
b
頗
る
堅
緻
に
し
て
重
量
に
富
み、
表

呟
）

へ．
9

面
は
灰
分
の
溶
融
に
因
つ
て
琺
瑯
状
の
光
澤
を
帯
び、
内
外
共
に
黒
褐
色
を
呈
せ
り。

構
造
は
厚
含
扁
平
證
に
し
て、
腰
部
に
於
て
甚
し
く
搬
張
し、
股
部
に
於
て
著
し
く
狭
搾
せ
る

こ
の
腹
部
は
角
張
b亀
共
の
断
面
方
形
を
為
せ
る
は、
第
二
二
岡
版
及
び

第
三
0
岡
版
と
同
式
型
の
も
の
と
す。

全
面
に
感
頭
曲
線
及
び
平
行
線
を
併
用
し
て‘
浪
厚
な
る
装
飾
文
様
の
陰
刻
を
施
し
た
る
が、

此
種
の
文
様
意
匠
は、
第
一

版
及
び
第
七
版
闘
に
於
け
る
も
の
と
は
全
然
文
化
系
統
と
異
に
せ

る
も
の
と
信
ず
る
な
り。

本
士
偶
は‘
田
島
町
北
方
郊
外
な
る
字
長
野
に
於
け
る
路
傍
の
一

小
遺
蹟
よ
6
出
士
せ
る
も

の
な
る
も、
該
遺
蹟
は．
今
H
遺
物
の
散
列
を
見
る
こ
と
稀
な
り。

出
士
地

第
八
版 出

土
地

第
七
版

1
 

u
r ,
 

—t
 _

_
 



全
儒
に
板
欣
を
為
し 、
乳
部
及
び
中
線
隆
起
す 。

1

五’

衣
装
に
は 鉱
縄
文 、
並
行
曲
線
及
並
行
鮎
線
の

曹

出
士
地

安
積
郡
桑
野

b 。

第
九
版
上
段

土
偶
首
部
残
訣（
宜
大〔
右〕
前
面〔
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

本
士
偶
は 、
板
形
士
偶
の
首
部
残
映
に
し
て 痛
顔
面
丸
く 、
高
含
眉
弓
を
有
し 、
鼻
梁
亦
著
し
く

隆

起
し
一し
且
つ
深
く
鼻
孔
を
穿
て
り 、

共
朕
貌
特
に
寓
宜
的
な
る
も
の
と
す 。

左
側
面
岡
に
見
る
ご
と
さ
特
殊
の
支
橋
を
添
へ
て
連
結
し 、

以
て
そ
の
離
脱
を
拒
げ
り

0

眼
及
び
口
唇
は
士
手
形
の
置
士
を
以
て
形
作
り 、

頭
部
と
頸
部
間
の
遊
離
部
は ．
背
面
圏
及
び

此
種

顔
面
側
縁
と
眉
弓
側
端
と
の
交
角
に
存
す
る
浚
さ
左
右
一
到
の
穿
孔
は
砿
5

ち
耳
孔
を
意
味

士
質
は
砂
及
び
雲
栂
に
富
み
た
る
粘
士
に
し
て 涵
燒
締
り
中
等 、
全
證
に
赤
褐
色
を
呈
す 。

と
し
て
種
類
敷
最
共
に
豊
富
な
る
が 、
本
遺
蹟
に
散
列
す
る
士
製
遺
物
は
ぷ
H

て
金
色
雲
栂
を

含

第
九
版
中
段

赤
褐
色
を
帯
ぶ 。

雌
性
小
土
偶
下
壼
部
残
訣（
宜
大X
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面〔
左〕
背
面

左
脚
部
及
び
腹
部
以
上
を
鋏
失
す
れ
ど
も

骸
骨
部
慣
張
し
面
竺
部
隆
起
の
賤
痕
を
存
す 。

衣
装
は
£上

衣
の
下
端
に
裾
模
様
を
刺
繍
し 、

袴
に
も
簡
箪
な
る
縦
横
線
を
附
し
た
り 。

の
手
法
極
め
て
軽
快
に
し
て 、
太
平
洋
岸
に
於
け
る
文
化
系
統
の
影
響
頗
る
濃
厚
な
る
を
示
せ

第
九
版
下
段

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣
會「
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面
9

左
J

背
面

砂
及
び
雲
舟
を
含
め
る
粘
士
を
以
て
作
り ‘

燒
締
り

脆
弱 ‘
褐
色
を
帯
び
た
り 。

全
證

本
土
偶
は ‘
軟
含
粘
土
を
用
ひ
手
捻
り
せ
る
小
土
偶
な
り 。

燒
締
b
は
中
等
に
し
て
全
罷
に

出
土
地

田
村
郡
堀
田

み ‘
燒
上
り

赤
色
な
る
を
其
特
徴
と
す 。

遺
蹟
は
郡
山
市
の
西
部
高
地
の
一
端
に
位
し 、
其
麗
域
廣
大
な
り 。

遺
物
は
厚
さ
士
器
を
主

せ
る
も
の
な
b o

構
造
上
の
用
意
は 、
板
形
士
偶
に
於
て
は
共
例
乏
し
か
ら

ず 。

出
土
地

郡
山
市
字
下
釜
此
字
は
最
近
郡
部
よ
り

市
部
に
編
入
3
れ
b)

1

匹
I



存

せ

b
o

出
士
地

土
偶
首
部
前
面
残
訣（
宜
大）

顔
面
皿
形
を
呈
し 、

輪
廓
心
臓
形
を
な
す 。

所
々
磨
滅
せ
る
も
鼻
梁
頗
る
高
く ．
明
に
鼻
孔
を

出
士
地

西
白
河
郡
内
松

も
稽
後
期
に
属
せ
る
も
の
と
す 。

出
士
地

土
偶
首
部
残
訣（
寅
大）〔
右〕
前
面〔
左〕
側
面

第
十
版
上
段
左
端西

白
河
郡
内
松

鋏
損
甚
し
く
し
て ‘
顔
面
共
の
原
形
を
止
め
ざ
れ
ど
も ．
目
及
び
口
は
置
士
を
以
て
作
り ．
且
つ

イ
＞

ズ『
’ヽ

眼
の
下
方 、
鼻
部
の
雨
側
に
刻
し
た
る
一
封
の
並
行
短
線
文
様
は
函-
し
刺
青
の
土
俗
を
表
は

第
十
版
上
段
右
端
及
び
中
央

第
十
版
中
段

耳
部
亦
鋏
損
せ
り 。第

十
版
下
段
左
端

せ
る
も
の
な
ら
む 。

西
白
河
郡
内
松

1

七

鼻
梁
甚
だ
高
く 、
目
及
口
は
凹
貼
を
以
て
簡
箪
に
表
示
す
る
に
止
ま
れ
り 。

背
面
中
央
部
に 、
頸
部
と
連
接
せ
し

痕
跡
を
有
す 。

に
上
縁
は
支
橋
を
添
へ
た
る
板
形
士
偶
の
一
に
し
て ＂
第
九
版
上
段
の
土
偶
と
同
一
型
な
れ
ど

西
白
河
郡
内
松

乃
ち ．
其
部
分
に
於
て
頸
部
と
繋
が
9 ．

更

眉
弓
及
び
口
唇
は
凸
文
を
以
て
布
置
せ
る
も 、
口
唇
は
剥
落
し
て
僅
に
痕
跡
を
賤
せ
る
の
み

本
士
偶
支
亦
板
形
士
偶
に
し
て 、
首
部
背
面
中
央
部
に
於
て
頸
部
と
連
結
し 面
更
に
支
橋
を
具

せ
し

痕
跡
あ
る
は 、
前
掲
土
偶
と
構
造
を
等
し
く

せ
る
も
の
な
り 。

本
士
偶
は 、
既
述
せ
る
中
段
及
び
上
段
等
の
土
偶
と
異
な
b ‘

頸
部
の
構
造
は
第
七
閏
版
士
偶

土
偶
首
部
残
訣（
賓
大）〔
右〕
前
画
中〕
右
側
面

高
き
鼻
部
を
有
せ
し
も
の
な
る
は 、
其
痕
跡
に
よ
っ
て
推
し
得
べ
し 。

出
土
地

土
偶
首
部
残
訣（
賓
大）

陰
刻
を
以
て
極
め
て
簡
明
な
る
文
様
を
敷
設
せ
り 。

-

i
^
 



遺
蹟
は
安
逹
太
郎
山
東
麓
の

便
せ
り 。

さ
特
色
な
b o

一

九

本
土
偶
も
常
時
の
出
士
品
の
ー
な
ク 。

一
小
丘
阜
上
に
在
b ‘

往
年
小
學
校
建
設
工
事
の
際 、
偶
然
包
含

本
版
に
掲
げ
た
る
以
上
五
證
の
土
偶
は、
何
れ
も
砂
及
び
少
誠
の
雲
母
を
混
へ
た
る
粘
土
に

遺
蹟
は
西
白
河
郡
古
闊
村
字
内
松
に
在
り 、

阿
武
隈
川
流
域
の
最
南
端
の
遺
跡
に
島
し 、
丘
陵

の
南
面
四
五
町
歩
の
地
積
を
占
め 、
厚
手
及
び
薄
手
の
土
器 ．
石
器
等
遺
物
の
散
列
頗
る
豊
富
な

雌
性
土
偶
資
大），
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面〔
左〕
背
面

砂
及
び
雲
苺
を
含
め
る
粘
士
を
以
て
製
し 、

燒
締
b

堅
緻
に
し
て 、
赤
褐
色
を
帯
ぶ 。

本
士
偶
も
板
形
士
偶
の
一
様
式
な
る
が 盃
腕
を
省
略
し 、
肩
端
略
寵
角
を
為
せ
る
は
注
目
す
べ

乳
房
及
び
燈
側
線
の
描
寓
頗
る
寓
賓
的
に
し
て
美
し
さ
曲
線
を
描
S ‘
且
っ
背

面
肩
評
部
の
突
起 、
背
中
線
の
凹
陥 、
さ
ら
に
前
面
鍛
骨
部
の
隆
起 、
中
線
の
凹
陥 ‘
腹
部
の
突
出（
多

少
誇
大
な
る）
等 、
全
て
裸
證
を
表
現
せ
る
も
の
に
し
て 、
全
然
衣
装
の
跡
を
止
め
ざ
る
は
ぶか
本
士

偶
の
著
し
さ
特
徴
な
b
と
す 。

頭
頂
の
凹
陥
部
は
髯
若
く
は
髪
飾
を
取
付
け
た
る
箇
所
に
て 、
三
箇
の
穿
孔
を
通
じ
て
之
に

層
を
務
掘
し
て
多
数
の
厚
手
士
器
及
石
器
を
獲
た
り

C

本
士
偶
は
第
五
版 、
第
廿
八
版
等
と
同
式
型
の
も
の
な
り 。

出
士
地

安
逹
郡
嶽
下
村
字
原
瀬

第
十
一
版

c
 

入
ツ て

作
り 、

燒
締
り
中
等
に
し
て
褐
色
と
呈
せ
り 。

箇
の
穿
孔
は、
毛
飾
を
取
付
く
る
に
用
ひ
し
も
の
な
b °

各
部
の
鋏
損
甚
し
と
雖
も 、
形
式
は
第
七
版
士
偶
と
同
一
型
に
局
す 。

出
士
地

を
有
せ
る
こ
と
闘
の
如
し

J

第
十
版
下
段
中
央
及
右
端

と
同
一
型
に
局
せ
り 。

西
白
河
郡
内
松

前
頭
部
に
於
け
る一

土
偶
首
部
残
訣（
宜
大），
中〕
右
側
面〔
右
諦
巴凹

頭
頂
著
し
く

狭
小
に
し
て
顔
面
仰
傾
し 正
長
さ
頸
あ
り 、

且
つ
頭
部
に
毛
飾
を
挿
入
す
る
穿
孔

1'

入



』、
砂
を
混
じ
た
る
粘
士
に
て
作
り 、

雲
母
を
含
吐
ず
燒
締
9

低
度
に
し
て 、
灰
色
を
昂
せ
り 。

全
麓
平

板
朕
を
な
し
て
丸
み
を
帯
焚
断
面
楕
闘
形
な
り 。

構
造
極
め
て
簡
粗
に
し
て
顔
面

及
び
細
部
の
施
工
殆
ど
無，
＜ ゜
僅
に
筒
袖
の
上
衣
と
股
引
形
の
袴
を
着
せ
る
風
俗
を
窺
ひ
得
る

に
止
り 。一
見
前
後
の
別
を
辮
じ
難
し 。

叉
状
を
呈
す 。

し 。

ベ

出
士
地

双
葉
郡
百
間
澤

第
十
三
版
上
段

雌
性
土
偶
石〕
前
面（
宜
大）
9

中〕
左
側
面
縮
寓〔
左〕
背
面奇
裳
大）

出
士
地

安
逹
郡
油
井
村
里
稲
金
田

，

砂
を
含
め
る
粘
土
に
て
作
り 、

燒
締
り
中
等
に
し
て 、
全
證
に
黒
灰
色
を
帯
ぴ ‘
凹
線
文
様
に
朱

彩
を
施
し

た
り 。

形
式
は
板
形
土
偶
の
襲
閤
に
し
て ‘
支
立
不
安
定
な
れ
ど 。
上
部
に
特
殊
の
突
出
部
を
股
け
て

紐
孔
を
通
ぜ
る
よ
り

考
ふ
る
に 、
此
部
分
に
紐
を
貫
含
て
柱
或
は
壁
面
に
懸
垂
せ
し
も
の
な
る

[ ．
頸
部
長
く

前
屈
し ．

頭
後
に
支
橋
の
跡
あ
り 丘

採
集
の
際
こ
れ
を
鋏
失
し
た
り 。＇

縦
に
穿
孔
あ
b ‘

證
の
前
面
に
は
乳
房
及
び
中
線
の
突
起
あ
り 、
こ
の
突
起
は
互
に
連
絡
し
て―――

首
部
は
他
に
類
例
を
見
ざ
る
異
相
を
備
へ
た
b o

に
眼
形
を
具
へ 、
顔
面
の
輸
廓
は
蛇
形
に
肖
似
し 、
そ
の
周
邊
に
は
歯
形
を
表
は
す 。

及
前
頭
部
は
蛇
紋
に
類
せ
る
文
様
あ
り 。

更
に
耳
は
著
し
く

突
出
し
て
剛
夙
形
と
な
せ
9 0

其
印
象
極
め
て
怪
奇
に
し
て ‘
威
怖
の
情
を
抱
か
し
む
る
に
足
る 。

1

紳
像
な
ら
ん
か 。

る
耕
地
に
在
9 ‘

丘
阜
四
方
と
園
み ．
地
氣
卑
混
な
り 。

遺
蹟
は ．
油
井
川
の
上
流
に
活
へ

に
あ
っ
て
は 、
恐
ら
く
は
陰
森
の
悪
境
た
り
し
な
ら

ん 。．

此
遺
蹟
よ
り

少
許
の
薄
手
士
器 、
及
び
石
鏃
を
出
士
せ
り 。

第
十
二
版

j
1
-

胴
端
延
び
て

雄
性
小
土
偶（
賀
大X
右涌則
面〔
中〕
右
側
面〔
左〕
背
面

往
時

思
ふ
に
恐
怖
心
の
生
め
る

背
部 、
頭
部

郎
ち 、
極
め
て
高
き
鼻
梁
及
眉
弓
の
奥
底

―1
0
 



1
l
-

本
士
偶
は 、
合
て
共
前
面
下
縁
の
縦
線
文
に
因
み
て 、
有
髯
士
偶
と
し
て
學
界
に
論
議
せ
ら
れ

し
もf
の
な
る
が 、
此
は
自
然
顔
面
に
非
ず 、
従
つ
て
此
線
文
は
有
髯
説
の
論
櫨
を
為
3
ず 。

氣
n

及
び
刺
繍
文
様
を
表
は
せ
る
も
の
な
9 ,

本
土
偶
は
覆
面
士
偶
に
し
て 、
左
右
四
箇
の
穿
孔
及
び
周
縁
の
凹
刻
ぱ ．
夫
々
に
被
り

物
の
通

砂
を
混
じ
た
る
粘
七
に
て
作
少

磁
5

締
り
中
等 、
灰
色
と
帯
び
た
り 。

出
土
地

双
葉
郡
酒
井

第
十
四
版
上
段

土
偶
首
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

庖
T
等
を
突
雑
散
列
す
る
は 、
特
に
注
意
を
要
す 。

砂
を
含
め
る
粘
土
に
て
作
り 、

燒
締
り
は
低
度 .
灰
色
を
魯
ぶ

g

筒
袖
の
上
衣
と
着
し 、
其
の
肩
及
び
裾
に
箆
書
合
を
以
て
簡
素
な
る
貼
線
文
及
び
凹
線
文＇
とし

付

し前
面
に
は
中
線
を
陰
刻
せ
見

腰
部
は
闊
大
し ．

乳
房
は
映
失
せ
る
も 、
明
に
鋏
痕
を

存
せ

、n
ノ
～

一

本
版
に
掲
げ
た
る
三
儒
の
士
偶
は ｀
共
に
百
間
澤
遺
蹟
よ
り
出
士
せ
る
も
の
な
9 0，
こ
の
遺

蹟
は 、
双
葉
郡
の
北
端
よ
り

相
馬
郡
に
跨
る
廣
汎
な
る
地
域
を
占
め ‘
遺
物
は 、
薄
手
土
器 ・
石
製
品

等
種
類 ‘
敷
量
頗
る
豊
富
な
る
が 、
此
遺
蹟
は
箪
性
の
遺
蹟
に
非
ず
し
て 、
禰
生
式
の
土
器 、
石
斧
石

第
十―――
版
下
段

出
土
地

双
葉
郡
百
間
澤

雌
性
土
偶
壼
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
左〕
背
面

砂
と
混
じ
た 、
る
粘
士
を
用
び 、
雲
舟
を
含
ま
ず 、
燃
締
�
中
等 、
灰
色
と
帯
ぶ 。

‘
‘

本
士
偶
は 、‘

覆
面
士
偶
の
首
部
に
し
て ‘
其
形
朕
第
一‘
版
又
は
第
十
四
版
上
段
の
首
部
に
類
似

せ
b o‘

但
し

製
作
上
の
手
法
極
め
て
簡
索
な
れ
ど
も 、
其
問
形
證
の
要
領
を
緊
約
し
て
表
現
の

軽
快
な
る
は 、
太
平
洋
岸
の
士
偶
の
通
性
な
り 。

i

第
十―――
版
中
段

出
土
地

双
葉
郡
百
間
澤

小
土
偶
首
部
残
訣（
賞
大）〔
右〕
前
画
中〕
右
側
瓶
右〕
背
面

1

n
i
 



遺
蹟
は 、
相
馬
郡
三
貫
地
貝
塚
と
し
て
久
し
く

學
界
に
通
知
せ
ら
る 。

こ
の
二
罷
の
土
偶
は ．
共
に
砂
粒
勘
含
粘
士
を
以
て
作
り ‘

燒
締
り
中
等
に
し
て
赤
褐
色
な
り 。

手
法
轄
快 、
文
様
の
敷
設
亦
簡
素
な
り ．

但
磨
滅
映
損
甚
し 。

薄
手
士
器 ｀
石
器 、
骨
器 、

出
土
地

相
馬
郡
駒
ヶ
嶺
村
字
三
貫
地

面

第
十
六
版
下
段

雌
性
小
土
偶
謳
幹
部
残
訣（
宜
大H
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面〔
左〕
背

出
士
地

相
馬
郡
駒
ヶ
嶺
村
字
三
貫
地

第
十
六
版
上
段

凹
線
の
所
々
に
朱
彩
の
跡
残
れ
り 。

.

，

 

ぜ“
り 。

出
士
地

相
馬
郡
大
田
和

第
十
五
版

第
十
四
版
下
段

ぴ
右
脚
を
映
失
す 。ヘ

雌
性
土
偶
壼
部
残
訣（
宜
大）
字勺〕
前
面〔
中
J

右
側
面〔
左〕
背
面

双
葉
郡
酒
井

二
五

前
背
雨
面
に
簡
箪
な
る
衣
装
文
様
と
施
せ
り 。

を
挿
入
せ
る
痕
跡
あ
り 。

こ
の
痕
跡
は
士
偶
製
作
の
工
程
を
語
る
も
の
に
し
咤
燒
入
れ
前
の

乾
燥
を
行
ふ
に
営
つ
て
は
ガ
ち
こ＂
の
竹
串
の
一
端
を
地
中
に
立
て 、
天
日
に
晒
し
て
そ
の
乾
燥

を
速
な
ら
し
め
し
も
の
と
す 。

本
版
士
偶
の
遺
蹟
は 、
高
瀬
川
の
右
岸
浪
江
町
の
西
南
方
一
里
餘
の
丘
側
に
あ
b
癒
手
土
器

雄
性
土
偶
下
鶴
部
残
畝
賓
大）＇
右断則
面〔
中丑
左
側
面〔
左〕
背
面

（
岡
阪
ネ
ー
ム
は
大
和
田
と
韓
植
し
た
れ
ば
故
に
正
誤
す
）．

土
質
は
砂
を
混
へ
た
る
粘
士
に
し
文
燒
締
り
中
等 ．
全
證
に
褐
色
を
帯
ぶ 。

胸
部
以
上
映
失

様
式
ば
第
一
圏
版
土
偶
と
同
型
に
属
し

雨
股
を
踏
み
開
き 、
狭
さ
袴
を
穿
ち 、
其
文
様
に
は ；
ア

イ
ヌ
系
固
有
の
網
欣
文
を
凹
刻
す 。

本
士
偶
忍 、
竹
串
を

以
て
股
間
の
中
央
部
よ
り

儒
の
中
心
に
通
せ
る
痕
跡
あ
る
こ
と

前
者
の
如
し 。

雌
性
小
土
偶
胸
部
残
訣（
寅
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面
9

左〕
背
面

類
と
共
に
出
づ ゜

ま
た ‘
雨
股
間
ょ
b

燈
内
に
向
け
深
く

竹
串

砂
を
含
め
る
粘
士
に
て
作
り ．

燒
締
b
は
堅
く ．

赤
褐
色
を
帯
べ
り 。

出
士
地

肩
部
以
上 、
左
側
乳
房
及

ニ
四



第
十
九
版
下
段

第
十
九
版
中
段

第
十
九
版
上
段

-
I

七

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣（
宜
大）へ
右
断
竺
四
中〕
左
側
面
公
空
宵
面

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣（
宜
大念
右
源
竺
四
左〕
背
面

雌
性
土
偶
腰
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
左〕
背
面

首
部 、
左
手
及
下
肢
映
失 、
大
證
前
項
の
も
の
と
同
じ 。

文
様
の
地
方
色
鮮
明
な
り 。

出
士
地

相
馬
郡
小
川

、

右
岡
の
雌
性
小
士
偶
は 、
此
亦
覆
面
土
偶
の
ー
な
：そ 。

手
法
は
雨
者
共
に
簡
捷
を
極
め
燒
締

右
脚
及
び
胸
部
以
上
を
跛
失
し
た
る
も ．

衣
装
の
欣
態
ぱ
明
に
筑
び
知
る
を
得
べ
し 。

の
括
に
は 、
こ
の
遺
蹟
地
特
有
の
装
飾
文
様
を
敷
股
せ
り
3

砿
第
二
十
七
版33
136

参
照）

士
質
は
ポ
量
の
砂
を
混
じ
た
る
粘
士
に
し
て ‘
燒
締
b

脆
弱
黒
灰
色
を
呈
す 。

第
十
八
版
下
段

雌
性
土
偶
下
壼
部
残
訣
會
工入）〔
右〕
前
面〔
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

雌
性
小
土
偶
胴
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面〔
左
西
E

面
上
衣

第
十
八
版
上
段

出
土
地

相
馬
郡
小
川

亦
低
し
U

出
士
地，

相
馬
郡
小
川

第
十
七
版
下
段
右
方
二
闘

雌
性
小
土
偶
上
壼
部（
宜
大）
工勺〕
前
面
9

左〕
背
面

第
十
七
版
下
段
左
方
二
闊

小
土
偶
下
壼
部
残
訣
貪
大）
右
前
面〔
左〕
背
面

は
注
目
を
要
す 。

衣
装
は
頗
る
簡
素
な
る
文
様
を
敷
設
せ
る
に
過
ぎ
ず 。

゜

な
り 砂

を
含
め
る
粘
壬
を
用
a ‘
燒
締
b
中
等 、
灰
色
を
帯
ぶ 。

第
十
七
版
上
段

出
士
地

た
ゞ ‘

左
右
雨
肩
に
肩
峰
を
有
せ
る

雌
性
土
偶
上
骰
部
残
訣（
実
大X
右〕
前
面〔
左〕
背
面

相
馬
郡
新
地
村
大
字
小
川

首
部
多
少
映
損
せ
り 、

本
士
偶
も
覆
面
土
偶
の
一
に
し
て 、
製
作
式
型
は
第
七
版
土
偶
と
同
式

角
器
等
遺
物
の
種
類
及
び
敷
量
漿
富
な
り 。

-
Ĥ
 



み。

出
土
地

相
馬
郡
小
川

第
二
十
一
版
下
段

第
二
十
一
版
上
段

出
士
地

相
馬
郡
小
川

上
衣
の
裾
に
簡
箪
な
る
文
様
を
認
め
得
べ
し 。

砂
を
混
へ
た
る
粘
士
に
て
作
り 、

燒
締
り
中
等 ．
灰
褐
色
を
梱
ぶ 。

出
士
地

相
馬
郡
小
川

本
版―――
證
の
士
偶
は
扁：
れ
も
小
最
の
砂
を
混
じ
た
る
粘
士
に
て
作
り 、

燒
締
り
は
低
度
に
し

て
灰
色
を
呈
せ
り 。

中
段
の
士
偶
は 、
そ
の
粘
士（
寧
ろ
泥
土）
に
貝
殻
片
を
央
雑
せ
る
粗
悪
の
士
質
に
て
燒
＄ 、
火
力

低
度
な
り 。

下
段
の
も
の
は
燒
締
9
中
等
に
し
て ．
磨
滅
の

到
曲
線
の
調
形
頗
る
優
美
な
り 。

砂
を
混
じ
た
る
粘
士
を
以
て
作
り ．

燒
締
り
中
等
に
し
て
灰
褐
色
を
帯
ぶ 。

頭
部 、
右
手 ‘
腰
部
以
下
を
映
失
し

ぶ
二
證
の
磨
滅
甚
し
く ‘

僅
に
衣
装
文
様
の
陰
刻
を
止
む
る
の

但
し
手
法
古
拙
鈍
重
の
威
あ
り 。

第
二
十
版
下
段

第
二
十
版
上
段

-
1

九

雌
性
土
偶
上
罷
部
残
訣（
貨
大）〔
右〕
前
面〔
左〕
背
面

雌
性
土
偶
胴
部
残
畝
宜
大）〔
右〕
前
面
面、〕
右
側
面玉
左〕
背
面

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣（
賓
大）
公
笠則
面玉
中〕
右
側
面〔
左〕
背
而

小
量
の
砂
と
混
じ
た
る
粘
士
を
以
て
作
り ‘
燒
締
り
中
等
に
し
て
灰
黒
色
を
帯
ぶ 。

頭
部 、
雨
腕 、
脚
部
及
び
左
側
乳
房
等
を
鋏
失
し 、
上
衣
の
前
背
及
裾
に
附
し
た
る
一
種
簡
箪
な

る
文
様
を
窺
ふ
を
得
べ
し 。
（
閾
版
第三一
を
参
看せ
よ）

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣（
寅
大）〔
右
断
竺
四
中〕
左
側
面元
左〕
背
面

出
士
地

相
馬
郡
小
川

出
士
地

，
相
馬
郡
小
川

一
賤
片
と
雖
も
雌
性
の
特
徴
充
分
に
現
は
れ 。

1

入



出
士
地

河
沼
郡
新
郷
村
字
峯

土
偶
右
開
部
残
訣（
宜
大）

土
偶
左
脚
部
残
敏
賓
大）

分
布
す
る
遺
物
に
共
通
な
る
技
術
上
の
特
徴
を
具
へ
た
り 。

-

1

 

第
二
十
三
版
中
段
閂

第
二
十
三
版
上
段
⑰

帥
ち
製
作
手
法
の
軽
快
に
し
て

共
他
は
比
較
的
新
し
さ
年
代
に
燭
せ
る
作
な
ら
ん
と
思
は
る
J

而
し
て 、
過
半
は 、
太
平
洋
岸
に

た
り
と
見
ゆ 。

小
土
偶
左
脚
部
残
訣（
宜
大）

。
第
四
阪 、
第
入
版 、
第
三
0
版 、
第
三
三
版
上）

遺
物
に
窺
は
る
ヽ

所
に
し
て 、
H
本
海
系
に
局
す
る
も
の
な
り

（
段、
第
三
七
版
上
段
第三
九
版
中
段
参
照

は 、
會
津
地
方
乃
至
阿
賀
川
流
域
よ
り

越
後
海
岸
に
通
じ 、
更
に
遠
く

佐
渡
方
面
ょ
b

現
は
る
A

り 、
文
様
は
横
線
を
劃
し 、
交
互
に
平
地
と
網
文
と
を
施
し 、

前
面
中
線
隆
起
し
て
貼
文
あ
り ＂

多
く

砂
粒
を
混
じ
た
る
粘
士
を
以
て
作
り 、
高
熱
に
て
強
く

燒
締
め
た
る
を
も
つ
て ‘
頗
る
堅

燒
上
げ
た
る
も
の
A

如
し 。

手
法
及
び
文
様
の
布
罹
に
特
殊
の
地
方
色
の
表
は
れ
た
る
を
見
る
べ
し 。

乃
ち
こ
の
様
式

第
二
十
三
版
上
段

少
量
の
砂
を
含
め
る
粘
士
を
用
ひ ‘
燒
締
り

低
度
に
し
て ギ
赤
褐
色
を
呈
せ
り 。

以
共
第
十
七
版
以
下
に
掲
げ
た
る
十
四
證
の
士
偶
は
両
れ
も
相
馬
郡
新
地
村
小
川
貝
塚
よ

り
出
士
し
た
る
も
の
に
し
て
両
貝
塚
は
饒
多
な
る
土
偶
を
登
見
せ
る
を
以
て
聞
え
た
b o

此
等
の
士
偶
は ．
此
地
域
に
於
て ．
長
さ
期
間
に
わ
た
り ．

夫
々
年
代
を
異
に
し
て
製
作
せ
ら
れ

（
但
し 函

第
二
十
二
圏
版
士
偶
は 、
特
に
著
し
く
時
代
色
と
地
方
色
を
異
に
せ
る
よ

り
考
ふ
る
に
該
士
偶
は 、
貝
塚
積
成
の
初
期
に
於
て
他
地
方
よ
り

移
入
せ
し
も
の
な
ら
ん 。

第
十
七
版
上
段
第
二
十
版
上
段 、
第
二
十
一
版
下
段
の
各
土
偶
は
同
じ
く
中
期
に
製
作
＄
れ 、

而
か
も
表
現
の
巧
妙
な
る
は
驚
く

べ
き
技
能
を
痰
揮
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
し 。）

ぶ口
圏
は
深
さ
靴
を
穿
ち
た
る
形
に
し
て 、
上
部
の
並
行
線
文
様
及
貼
文
は
靴
の
装
飾
文
椋
及

緻
に
し
て
重
最
に
富
め
り 。

地
色
は
淡
褐
色
な
れ
ど
も 、
表
面
は
淡
赤
色
の
塗
料
を
被
覆
し
て

出
士
地

相
馬
郡
小
川

第
二
十
二
版

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣（
貿
大）〔
右〕
前
面・
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

士
質
は
砂
を
含
め
る
粘
士
に
し
て 、
燒
締
り
中
等 、
灰
黒
色
を
呈
す 。

形
調
は
厚
み
と
丸
み
あ

゜



出
土
地

（
闘
は
上
部
の
横
線
に
上
衣
の
裾
を
残
し 、
下
方
に
貼
文
及
び
線・文
を
以
て
袴
の
下
端
を
書

§
其
下
よ
り

素
足
を
現
は
し 、
足
部
の
右
端
に
趾
の
陰
刻
せ
ら
れ
た
る
を
見
る
べ
し 。

以
上
二
儒
は
何
れ
も
砂
を
混
へ
た
る
粘
土
に
て
作
り 涵

燒
締
り
中
等
に
し
て
褐
色
を
呈
せ
り ．)

製
作
の
手
法
極
め
て
簡
素
な
れ
ど
も
虻二
重
を
旨
と
し
た
る
地
方
色
の
現
れ
を
認
む
る
に
足

本
圏
は
第
一
岡
版
士
偶
の
首
部
右
側
面
を
別
に
縮
寓
し
た
る
も
の
な'
b o

大
沼
郡
小
和
瀬

砂
を
混
へ
た
る
粘
土
を
以
て
作
り 、

燒
締
り
堅
緻
に
し
て
諸
色・
を
帯
び
谷
面
に
滋
澤
を
呈
す q

本
士
偶
は 、
第
一
版
土
偶
と
同
一

砕
せ
ら
れ 、
僅
に
こ
の
賤
映
を
得
た
る
の
み 。

第
二
十
四
版
上
段西

白
河
郡
栃
本

此
の
遺
物
は
む
し
ろ
岩
版
と
稲
ふ
べ
さ
も
の
に
し
て 、
濃
灰
色
な
る
熔
岩
の
一
種
を
磨
製
し

て
扁
平
楕
回
形
と
為
し
た
る
も
の
な
り 。

第
二
十
四
版
中
段

土
版
残
訣（
賓
大）〔
右面則
面
字年〕
斜
背
面

の
み
な
る
を
以
て 、
表
裏
の
別
不
鮮
明
な
り 。

上
部
に
紐
通
し
に
用
ふ
る

出
士
地

小
形
土
版（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
左〕
背
面

の
厚
手
型
に
し
て
頗
る
荘
重
の
地
方
色
を
有
す
る
も
の
な
り 。

―
-

（
第
一

阪
解
説
参
照
）

雌
性
土
偶
右
胸
肩
手
部
残
訣（
貨
大
G

右〕
前
面
五
j

背
面

の
遺
蹟
よ
り
出
士
せ
る
も
の
な
る
が 、
被
掘
已
に
甚
し
く

破．

安
逹
郡
班
澤

吝
れ
ど 、
製
作
の
手
法
全
く

第
一
版
土
偶
と
同
様

第
二
十
三
版
下
段

出
士
地

第
二
十
三
版
中
段
③

る
べ
し。

常
時
已
に
靴
の
用
材
に
は
魚
皮
或
は 、
獣
革
を
用
び
た
る
べ
し 。

ぴ
<
>
b

紐
を

表
は
せ
る
も
の
な
b o

（
第
一

版
解
説
委
照
）

一
到
の
穿
孔
な
有
す
る

軟
ぎ
粘
土
を
用
ひ
て
作
り 、

燒
締
り

低
度
に
し
て
淡
褐
色
を
帯
び
た
り 。

周
邊
法
瑞
状
を
為
し 、

倦
頭
曲
線
文
様
を
敷
設
し
た
れ
ど
も 云
雨
面
に
大
差
を
見
ず 。



· 五

の
一
部
を
憚
劃
的
に
擦
り

消
し
て
平
文
と
な
し

若
し
く
は
共
の
上
に
強
さ
線
又
は
凸
文

：
阻

文o.＇
 

丙、し

象

最
も
普
通
な
る
地
模
様
と
し
て
布
置
せ
ら
る
>
も
の
な
り 。

多
く
の
場
合 、
其

布
置
し
た
る

文
様
の

文
謳
に
到
し
て 、
効
果
上
文
様
構
成
の
一
原
子
を
な
す
こ
と
前
者
と
同
じ 。

乙 ．

平
文。

竹
箆
又
は
石
斧
な
ど
の
表
面
に
て
素
地
を
捺
b

均
ら
し 、

又
時
と
し
て
は
0-'
旦

二
昆
を 、
意
匠
上
わ
ざ
と
擦
り

消
し
た
る
無
文
の
部
分
を
云
ふ 。

有

甲 〇
、

素

地
3

ざ
る
べ
し 。

捏
り
た
て
共
儘
の
平
面
に
し
て 。
時
に
指
紋
の
痕
な
ど
賤
る
こ

と
あ
り 。

箪
に
左
の
五
件
に
過
ぎ

第
二
十
六
版

第
二
十
七
版

同

•上

其
―

其
一

此
遺

物
ば
手
法
上
厚
手
の
上
期
に
島
す
と
認
む
べ
く ．

頗
る
荘
重
の
戚
あ
る
も
の
な
り 。

（
文
様
第二
七
版
邸 、44
圏
参
看）

を
倦
さ
た
る
朕
態
を
表
は
せ
る
匈
人
形
の
一
種
と
認
む 。

シ
ラ
『
ヽ
ヅ

出
士
地

石
城
郡
入
遠
野
村
字
冷
水

第
二
十
五
版

90 ゜

陰
刻
せ
る
同
心
環
文
は 、
表
直
相
肖
た
り 。

扁
平
楕
回
形
K
し
て
上
部
に

軟
さ
粘
士
を
以
て
作
り ‘

燒
締
り

低
度 ．
灰
色
を
帯
ぶ 。

一
到
の
穿
孔
あ
り 。

裏
面
は
ほ
ゞ

平
坦
な
れ
ど
表
面
は
肉
置
§
に
丸
み
を
有
す 。

房
を
存
し
上
衣
の
中
線
の
痕
跡
を
存
す
る
こ
と
恰
も
第
十
二
版
士
偶
胸
部
の
手
法
に
類
似
せ

岩
偶（
宜
大g
右〕
前
端
正
面〔
上〕
右
側
面〔
下〕
底
部〔
左〕
後
端
正
面

ぃ
9

本
遺
物
は ¢
比
重
軽
く

且
軟
さ
第
三
期
頁
岩
を
磨
製
し
て
作
れ
る
も
の
に
し
て ‘
其
形
朕
未
だ

他
に
例
を
見
ず
と
雖
も 、一

端
に
小
兒
の
面
貌
を
陽
刻
し 、

刺
繍
文
を
有
す
る
椀
の
類
を
以
て
之 ，

土
偶
装
飾
文
様
集

化
系
統
の
考
察
に
便
す
る
も
の
な
b o

此
憫
ほ 、
第
一
版
以
下
第
二
十
五
版
に
至
る
文
様
の
み
を
拓
出
し
て 、
文
様

先
史
遺
跡 、
特
に
土
器
の
上
に
敷
置

の
種
類
は 、
此
の
外
千
種
萬
様
の
観
あ
り
と

雖
も 、
文
様
構
成
の
原
子
は 、

表
裏
の
相
違
は
頗
る
顕
著
な
り 。

而
し
て
前
面
上
部
に

出
士
地

北
會
津
郡
門
田
村
御
山

第
二
十
四
版
下
段

土
版（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
左〕
裏
面

四

.

J

 

に
現
は
れ
た
る
文

せ
ら
れ
た
る
文
様

一
到
の
乳

郎
ち



砂
を
含
め
る
粘
土
に
て
作
り 、

燒
締
9

堅
＜ ‘

淡
褐
色
を

呈
せ
り 。

七

出
土
地

田
村
郡
巖
江
付
曲
木
澤

第
三
十
二
版
左
端

同

上

右
側
面（
縮
寓）

第
二
十
九
版

同

上

背

面

第
二
十
入
版

雌

性
大

土

偶

壼

部

残

訣（
賓

大）
前

面

於
け
る
文
化
系
統
の
考
察
に
有
利
な
る
資
料
な
る
べ
し 。

此
の
事
宜
は、
士
偶
製
作
の
式
型
並
び
に
士
偶
よ
り

見
た
る
土
俗
と

相
闊
聯
し
て 、
先
史
時
代
に

一
元
に
蜀
す
る
士
偶
は 、
共
の
分
布
全
縣
域
に
通
じ
て

普
逼
的
な
れ
ど
ホ 、
第
二
元
に
島
す
る
土
偶
は 五
特
に
西
部
郎
ち
會
津
盆
地
に
濃
厚
な
り
と
す 。

文
様
の
分
布
厖
系
を
観
察
す
れ
ば 、
第

是
な
り 。

共
の
配
慨
は
主
と
し
て
非
到
稲
的
な
9 ,

圏
中
の
4

n
12
15
16
17
18
21
42
は

な

り
。

第
二
元
は
主
と
し
て
倦
頭
曲
線
渦
継
蕨
ご
喧
線
及
び
貼
線
を
用
ふ 。

共
の
配
合
は
並

6. 
9. 

10. 
13· 
14. 
19. 
20. 
22. 
23. 
24. 
25. 
26. 
27. 
28. 
29. 
3'.). 
31. 
32. 
33. 
：：：4. 
35 . 
.36. 
37. 
38. 
29. 
40. 
41 . 
43. 
44. 
45. 
46. 
47. 
48. 

は
是

る
か 、
或
は
此
れ
を
列
ぶ
る
か
な
り 。

其
の
配
置
は
主
と
し
て
到
稲
的
な
り
岡
中
の
L
2
ふ
i

第
一
元
は
主
と
し
て
線
若
し
く
は
回
弧
を
用
ふ 。

し 。

文
様
の

戊 ．

諸
種
の
曲
疸
線
並
に
回
弧 。

丁

共
の
配
合
は
此
れ
を
交
錯
す
る
か
爾
ぬ

を
置
土
す
る
等
直
手
に
も
薄
手
に
も
此
の
手
法
行
は
る
A

が
故
に 年
先
史
時
代
の
士
製
器

を
は
縄
文
士
器
と
呼
べ
b o

貼
又
は
鮎
線 。

文
様
原
子
は、
右
の
五
種
に
外
な
ら

ず
と
雖
交
應
用
の
意
匠
に
至
り
て
は 、
民
族
固
有
の
心
理

に
支
配
せ
ら
れ
て
不
知
不
識
手
法
構
園
の
相
異
を
生
ず
る
傾
向
あ
る
を
免
が
れ
ず 。

・
分
化
は .
か
>
る
原
理
に
よ
b
て
進
行
し
爾
く

以
て
千
差
萬
別
の
勢
橙
を
生
じ
た
る
が ．
今
試
み

に
闘
上
の
文
様
に
就
い
て
仔
細
に
其
の
意
匠
を
考
察
せ
む
か
ぶ〈
要
二
元
の
相
異
に
蹄
着
す
べ

行
を

主
と
す 。

第
二
十
八
版
以
下
の
文
様
は
此
の
集
成
闘
に
洩
ら
し
た
れ
ど 、
第
1一
ヤ
入
版 、
第
三
十
三
版
下

段 、
第
三
十
四
版
上
段 、
第
三
十
五
版
上
段 、
第一
二
十
六
版 、
第
三
十
七
版
下
段
第
三
十
九
版
上
段
及

ぴ
第
三
十
九
版
下
段
は 、
第
一
元
に
厩
し

又 、
第一―-
＋
版 、
第
三
十
三
版
上
段 ．
第
三
十
四
版
下
段 盛
第

三
十 、
五
版
中
段 、
第
三
十
七
版
上
段
及
び
第
三
十
九
版
中
段
は
第
二
元
に
蜀
す
と
知
る
べ
し 。

ー量ョ

，，ヽ



出
士
地

第
三
十
二
版
右
端
闘

第
三
十＇ー
版

同

上
左
側
面

雌
性
土
偶（
宜
大X
右
断
竺
四
左〕
背
面

に
及
び 、
遠
く

越
後 .
越
中
よ
り

信
濃
地
方
に
分
布
せ
り 。

は
靴
を
穿
て
り

荼
證
の
文
様
は
主
と
し
て
巻
頭
曲
線
を
用
ふ 。

砂
を
混
じ
た
る
粘
土
に
て
作
り ．

燒
婦
り

強
度 ．
灰
色
を
帯
び
た
り 。

1

九

證
部
は
板
状
に
し
て
邊
縁
や'A
丸
み
を
帯
焚
腕
部
は
第
十
1

版
士
偶
の
ご
と
く
此
を
省
賂

し
た
り 。

乳
房
は
下
垂
し
腹
部
充
分
に
隆
起
し
た
り 。

背
部
は
平
坦
な
れ
ど
も 、
臀
部
の
突
起

に
従
う
て
激
し
き
彎
曲
線
を
書
さ ‘
脚
部
は
殆
ん
ど
映
失
せ
る
も
函
R

五
版
土
偶
と
同
型
な
り 。

腹
腰
部
に
於
け
る
文
様
は
衣
装
の
文
様
と
云
は
ん
よ
り ｀
む
し
ろ
士
偶
自
鐙
の
装
飾
と
し 、
て

敷
設
せ
る
も
の
>•

紐
し 。

（
疇
ユ
悶
呵）
鎖
骨
隆
起
肩
肝
隆
起
は
寓
宜
を
離
れ 、
様
式
化
し
て
表
現

せ
ら
れ
た
る
を
見
る 。｀

．^

叫ご
式
型
の
士
偶
は 、
本
縣
に
於
て
は
田
村 、
安
逹
方
面
に
―
二
其
例
を
見
奢
津
盆
地 、
殊
に
河
沼

耶
廠
方
面
に
は
出
例
多
く ．

更
に
初
前 、
笏
後
地
方
に
分
布
す
る
を
見
る 。

又
手
法
上
著
し
く

肩

の
剛
張
り
た
る 、
腹
部
及
臀
部
の
前
後
に
突
隆
せ
る ．
證
側
を
走
る
到
曲
線
等 、
相
互
の
調
和
に
は

一
穂
の
優
美
と
荘
重
＄
と
を
表
現
し
た
5 0

第一二
十
版

雌
性
大．
土
偶
下
壼
部
残
訣（
宜
大H
右〕
前
面〔
左〕
背
面

第
三
十
二
版
中
圏

雌
性
大
土
偶
下
骰
残
部
訣
左
側
面

出
士
地

河
沼
郡
川
西
村
寵
原

形
態
頗
る
大
に
し
て
且
つ
寓
賓
を
離
れ
著
し
く
形
式
化
芯
れ
た
る
は
本
土
偶
の
特
徴
に
し

て 、
腹
部
極
め
て
狭
搾
し 、
角
張
り
て
断
面
方
形
と
な
し

i

且
つ
過
長
に
見
ゆ
べ
く ‘

腰
部
以
下
は
急

に
披
張
し
て
踏
開
さ
た
る
雨
股
間
弯
窪
吠
を
呈
す 。

上
衣
の
形
は
せ
ま
く
し
て
裾
長
く ‘

躁
邊
に
逹
す
る
も
の
A

如
し 。，
更
に
袴
と
着
け 、
足
部
に

此
式
型
の
土
偶
は
ポ
縣
に
て
は
會
津
盆
地
阿
賀
川
流
域
を
主
と
し
て
東
は
西
白
河 、
石
城
方
面

河
沼
郡
鼈
原

士
質
は
砂
を
含
む
粘
土
に
し
r

て 砿
燒
締 ．
り
堅
く ｀

褐
色
を
呈
す 。

風
俗
は
袖
長）
＜
し
て
手
を
過
ぎ 、
丈
長
く
し
て
膝
に
逹
す
る
上
衣
を
著
し ．
狭
き
袴
を
穿
ち
て

入



出
士
地

刻
文
様
は
郎
ち
覆
面
頭
巾
の
刺
繍
文
を
示
せ
り
と
思
は
る 。

り゚
本
士
偶
の
面
部
は
自
然
形
を
模
し
た
る
も
の
な
る
も 、
頭
部
は

を
施
し
あ
り 。

砂
を
混
へ
た
る
粘
士
を
以
て
作
り 、

燒
締
り
堅
く 、

赤
褐
色
を
呈
す 。

出
士
地

此
型
式
の
士

偶
は
薄
手
の
最
後
期
に
屈
す
る
も
の
A

如
し
J

出
土
地

出
土
地

本
士
偶
の
面
貌
及
び
大
罷
の
形
朕
に
於
け
る
手
法
の
略
太
平
洋
岸
系
の
士
偶
に
類
似
せ
る

第一二
十
三
版

雌
性
土
偶
上
壼
残
訣
貪
大）ハ
右〕
前
面〔
中〕
左
側
面〔
左〕
背
面

河
沼
郡
篭
原

砂
を
混
じ
た
る
粘
士
を
以
て
作
り 、

燒
締
り

堅
く ．

赤
褐
色
を
帯
べ
り 。

本
土
偶
の
様
式
は 、
第
四
版 、
第
八
版 、
第
二
十
二
版
土
偶
と
同
型
に
し
て

i

且
つ
文
様
に
於
て
も ．

巻
頭
曲
線
冬
並
行
直
線
文 ．
並
行
貼
線
文
等
を
布
置
せ
る
こ
と
略
々
相
似
た
り 。

第
三
十
三
版
下
段

は
留
意
を
要
す
る
黙
な
り

足
は
素
足
な
り 。

土
偶
左
腰
脚
部
残
訣（
貨
大）〔
左
前
画
中〕
内
側
面〔
右〕
背
面

耶
麻
郡
木
幡

充
分
水
簸
を
施
し
た
る
粘
士
に
て
作
り 、

燒
締
り

低
度
灰
色
を
帯
ぶ 。

本
版
士
偶
と
同
系
に
属
す
る
士
偶
は 、
特
殊
の
形
容
を
具
へ 、
何
れ
も
中
空
に
し
て
各
部
の
手

法
著
し
く

形
式
化
＄
れ 、
且
つ
雨
脚
を
甚
し
く

踏
み
開
さ
た
る
如
さ
姿
態
を
為
せ
る
を
常
と
す c

本
縣
に
於
て
は
出
例
甚
だ
稀
な
9
と
雖
忍 ‘
雨
初 ．
陸
奥
方
面
に
普
通
と
す
る
所
の
型
式
な
り 。

第
三
十
四
版
上
段

大
土
偶
首
部
残
訣（
宜
大
X
右〕
前
面
伍ヽ〕
左
側
面
公
盆
育
面

河
沼
郡
袋
原

•
四

一
見
異
常
の
形
容
を
具
へ
た

此
れ
恐
ら
く
は
覆
面
頭
巾
を
頭
上
に
手
繰
り
上
げ
し

朕
態
と
表
は
せ
る
も
の
に
し
て 、
凹

第
三
十
四
版
下
段

雌
性
土
偶
胴
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
右
側
面〔
左〕
背
面

河
沼
郡
鼈
原

頭
部
は
鐵
朱
に
て
色
彩

四
0

<J‘ 



四
三

り
岡
は
頭
部
に
穿
孔
の
痕
跡
あ
り 。

例
闘
と
同
様
毛
飾ー
り
に
用
ひ
し
も
の
な
b o

向
岡
は
帽
子
を
被
り
た
る
朕
を
表
は
せ
ど
も
穿
孔
を
有
せ
ず 。‘

`

:＇

，．

河
沼
郡
千
曖
寵
原 ‘
袋
原 ‘
峯
等 、
本
版
掲
出
の
各
土
偶
と
出
土
せ
る
遺
蹟
は 、
只
見
川
及
び
阿
賀

川
の
合
流
貼
附
近
に
相
隣
接
し
て
分
布
せ
り 。

本
流
域
の
段
丘
は ぶ
最
も
古
さ
厚
手
よ
り

比
較

'、
第
三
十
五
版
下
段

出
士
地

い
河
沼
郡
八
坂
野

向
同
郡
寵
原

側
同
郡
峯

第
三
十
五
版
中
段
3

・

出
士
地

河
沼
郡
西
川
村
峯

土
偶
左
腰
脚
部
残
訣（
貨
大）
前
面

第一
二
十
五
版
中
段
2

本
1一
罷
の
士
偶
の
形
式
は
第
三
十
版
と
同
型
な
り 。

① ‘
伽
国 、
土
偶
首
部
残
訣（
宜
大）

雌
性
土
偶
左
腰
脚
部
残
訣
前
面（
貨
大）

砂
を
混
へ
た
る
粘
土
に
て
作
り

ぶ
竺
蹄
り

堅
< ‘

褐
色
を
呈
す 。

式
形
は
第
一
版 、
第
二
十
三
版
5
と
同
型
に
し
て 、
肩
に
綿
峰
を
あ
ら
は
し
た
ク 。

出
士
地

第
三
十
五
版
中
段
1

雄
性
土
偶
右
肩
手
部
残
訣（
宜
大）

河
沼
郡
袋
原

る
も
の
な
ら
む 。

を
表
し
た
り 。

•
砂
を
混
へ
た
る
粘
土
に
て
作
欠

燒
締
り
堅
< ‘
灰
色
を ，
呈
す 。

本
士
偶
の
形
朕
は
梢
扁
平
に
し
て
丸
み
を
帯
焚
断
而
楕
圃
形
を
為
せ
9 0

他
諸
罷
部
著
し
く

寓
宜
を
離
れ
底
面
を
平
坦
に
型
っ
て
置
物
と
し
て
の
形
態
を
具
ふ 。

士
偶
中
一
門
の
式
形
に
局
す
る
も
の
な
b o、

頸
部
上
肢
部
其

第
三
版
土
偶
も 、
中
空
な
る
貼
は
楠
造
を
異
に
す
と
雖
も 、
或
は
本
士
偶
と
同
一
形
式
に
属
す

出
土
地

河
沼
郡
竃
原

第
三
十
五
版
上
段

雄
性
土
偶（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
中〕
左
側
面〔
左〗
背
面

ま
た

砂
を
混
じ
た
る
粘
土
に
て
作
り ‘

燒
諦
り
中
等 、
褐
色
を
呈
す 。

上
衣
の
背
面
及
び
側
面
に
は
黙
線
及
び
巻
頭
曲
線
の
文
様
あ
り
t

上
衣
の
下
端
を
以
て
此
れ

四



第
1二
十
士＿
版
上
段

線
と
為
し ．
そ
の
外
側
に
巻
頭
曲
線
文
様
を
敷
設
し
た
9 。

四
五

本
士
版
は
表
裏
同
形
に
し
て
殆
ど
共
差
別
を
見
ず 。

上
部
に
は
紐
を
通
ず
る
1

到
の
穿
孔
あ
り ガ

又
縦
に

土
偶
腹
腰
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
両
面
面＇玉
左
側
面＇
左
背
面

一
双
の
溝
あ
,
討{
に
鮎
文
を
印
し
て
中

出
土
地

大
沼
郡
佐
賀
瀬
川

第
三
十
六
版
下
段

小
形
土
版
寓
大三
右〕
前
面玉
中〕
左
側
面
玉i
背
面

本
士
偶
は
前
掲
士
偶
と
其
の
形
式
を
等
し
く

せ
り 。

出
士
地

雌
性
土
偶
腹
腰
部
左
手
残
鉄（
宜
大）〔
右
断
巴
四
中〕
左
側
面

河
沼
郡
千
咲
原

〔
左函
背
面

第
三
十
六
版
中
段

本
士
偶
は 、
第
五
版 ．
第
二
十
入
版
土
偶
と
同
型
に
厩
す 。

出
土
地

河
沼
郡
八
坂
野

面

第
三
十
六
版
上
段

に
牧
識
せ
ら

れ
た
り 。

的
新
し
含
蔀
手
に
至
る
き
で
遺
物
の
包
含
屠
に
富
め
り 。

を
送
し
う
し 、
乃
ち
袋
原 、
鼈
原
附
近
に
於
て
は ｀
深
く

洪
積
層
を
穿
ち
て 、
第一＿一
期
上
部
層
に
逹
し 奮

雨
岸
に
六 、
七
十
米
突
の

懸
崖
を
作
b 、

更
に
挺
々
曲
折 、
河
沼 ‘
耶
廠
雨
郡
の
境
を
蛇
行
し ．ロハ
見
川

と
合
す
る
に
及
ん
で
盆
々
河
幅
を
廣
め 、
若
く
は
深
淵
を
湛
へ
つ
＞

峯
;

1

野
尻
等
の
遺
蹟
を
貫

き
て
越
後
方
面
に
映
走
せ
り 。

河
流
の
朕
態
如
斯
さ
を
以
て 、
上
流
盆
地
は
年
々
洪
水
の
氾
濫
甚
し
く 、
よ
っ
て
先
年
河
身
改

築
工
事
を
起
し 、

蛇
行
部
を
改
め
て
直
線
水
路
を
設
く
る
こ
と
A
な
り 、

鼈
原
に
於
て
長
さ
約
四

百
米
突 、
深
＄
約
五
十
米
突
の
堀
割
を
穿
ち
た
る
際
に
営
つ
て 、
偶
々
此
の
包
含
階
を
覆
し 面

頗
る

此
等
の
遺
物
の
多
く
は 、
逍
蹟
地
附
近
の
村
含
に
保
管
し 。一

部
は
東
北
帝
國
大
學
法
文
學
部

雌
性
土
偶
腹
腰
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面
面＇丑
左
側
面，
左
背

珍
奇
な
る
遺
物
を
得
る
に
至
れ
り 。

阿
賀
川
の
水
路
は
右
の
遺
蹟
地
方
に
於
て
盆
地
の
西
岸
高
地
に
衝
突
し ｀

甚
し
く

擾
蝕
作
用

四
四



砂
粒
多
さ
粘
土
に
て

作
9 ‘

燒
締
b
中
等
に
し
て

赤
褐
色
を
帯
ぶ 。

出
士
地

出
土
地

多
少
水
簸
し
た
る

粘
士
を
用
ひ
て
作
り 、

燒
締
り
は
堅
< ‘

赤
褐
色
に
し
て

稽
滋
澤
と
需
び
た

形
朕
は
扁
平
な
る

板
形
に
し
て
邊
縁
丸
み
を
帯
び 、
頭
部
は
覆
面
頭
巾
を
被
れ
る
朕
を
あ
ら

但
し
一

側
は
鋏
失
し
て
僅
に

痕
跡
を
存
す
る

の

み
な
り 。

な

ほ
本
土
偶
は ．
扁
平
小
型
に
し
て
且
つ
特
殊
の
形
朕
及
び
面
貌
を
有
せ
る
と ｀
及
び
一

種
の

手
澤
あ
る

勁
等
よ
り

想
像
す
る
に 、
恰
も
士
版
と
同
様
に
紐
を
通
し
て

證
部
に
催
用
せ
し
こ
と

（
解

説

附

岡

第

五

同

参

看
）

雌
性
土
偶
胴
部
珪

訣
宜
大
字
也
前
面
面＇〕
右
側
面
9

左〕
背
面

衣
文
は
所
謂
繕
文
に
し
て ‘
又
磨
消
し

文
様
あ
る
等
第
二

十
一

版
下
段
岡
土
偶
と
酷
似
せ
り 。

な

ほ
本
土
偶
は
曾
て
火
災
に
遇
へ

る
も
の
>

如
く ．

外
部
甚
し
く

燒
爛
せ
り
。

第
三
十
入
版
上
段

雌
性
小
土
偶
残
鋏（
宜
大）〔
右〕
前
面〔
中丑
左
側
面〔
左〕
背
面

伊
逹
郡
東
湯
野

□

本．
士
偶
は
磨
滅
甚
し
と
雖

寃
面
部
は
覆
面
頭
巾
を
破
れ
る
も
の
に
し
て 、
左
右
雨
測
端
に

砂
を
混
へ

た
る
粘
土
に
て
作
り 、

燒
締
b

堅
< ‘

褐
色
を
帯
ぶ 。

は
し ．
そ
の
雨
側
端
に

．

 

出
士
地

田
村
郡
谷
田
川

第
三
十
七

版
下
段

あ
る
も
の
と
思
は
る 。

胸
部
及
び
首
部
に
現
は
＄
れ
た
る

大
儒
の
手
法
は
陸
邪
系
に

属
せ
り

0

一

到
の
穿
孔
を
有
せ
り 。

ho
 

田
村
郡
谷
田
川

面

第
三
十
七
版
中
段

を
布
置
し
た
り 。

砂
を
混
じ
た
る
粘
士
に
て

作
り 、

燒
締
り

堅
< ‘

褐
色
を
帯
ぶ 。

形
式
は
第
入
版 、
第
二
十
二

版
士
偶
と
同
型
に
し
て 、
並
行
直
線
及
び
詰
線
を
併
用
せ
る
文
様

出
土
地

西
白
河
郡
町
屋

雌
性
小
土
偶
上
骰
残
訣（
｛貨
大）〔
右
断
竺
四
中王
左
側
面〔
左い
背

四
七

四
六



る
の
み 。

四
九

第
三
十
九
版
中
段

出
土
地

石
城
郡
大
畑

出
士

地

背
面

. , 

第一二
十
九
版
上
段

雌
性
土
偶
下
壼
部
残
訣（
貨
大）＇
右〕
前
面●
中云
右
側
面
9

左〕

と
共
に
太
平
洋
型
に
島
す 。

上
段 、
第
1二
十
一
版 、
第一二
十
四
版
下
段 、
各
士
偶
背
面
の
文
様
と
同
様
な
b o

石
城
郡
大
畑

雨
脚
を
強
く

踏
み
開
§ ‘
股
間
弯
院
朕
を
呈
せ
る
こ
と
式
型
上
第
十
五
版
土
偶
に
類
似
せ
り ＂

腹
部
角
張
ら

ず
し
て
斯
面
略
々
園
形
を
呈
し 、

文
様
は
極
め
て
簡
輩
な
る
平
行
曲
線
を
布
醤
せ

雌
性
土
偶
腹
腰
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面
面＇〕
左
側〔
左〕
背
面

前
面
に
一
種
の
貼
線
文
様
あ
り
J

砂
粒
に
富
む
粘
士
を
以
て
作
b ‘

燒
締
9

強
く ‘

褐
色
を
呈
す 。

式
型
は
本
版
上
段

全
謄
に
磨
滅
映
損
甚
し
Q

背
面
の
文
様
は 、
第
二
十
一
版

出
士
地

伊
逹
郡
大
枝
村
根
岸

第
三
十
八
版
下
段

形
式
を
等
し
く

せ
る
も
の
に
し
て ‘
此
形
式
の
土
偶
の
分
布
は 、一
端
を
會
津
地
方
に
存
し 、一

端

を
相
馬
郡
に
憫
さ
ぶ
遺
蹟
は
北〈
中
間
に
位
す
る
も
の
に
し
て ．
分
布
上
注
目
に
値
す
る
も
の
な

雌
性
土
偶
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
両
中〕
左
側
画
左）
背
面

り
c 

本
士
偶
は
磨
滅
甚
し
3
も ‘
頸
部
接
合
及
び
一
般
様
式
よ
り

察
す
る
に 、
第
二
十
二
版
士
偶
と

砂
を
含
め
る
粘
士
を
以
て
作
り 、

燒
締
り

堅
緻
に
し
文
赤
褐
色
を
呈
す 。

知
る
べ
し 。

出
士
地

剪
の
穿
孔
を
有
し 、

頭
頂
平
坦
な
り 。

乳
房 、
左
手 、
脚
部
を
鋏
失
せ
る
も ‘

證
側
の
冑
曲
線
と
腹
部
の
隆
起
に
よ
り
て
共
雌
性
た
る
を

第
三
十
八
版
中
段

土
偶
首
部
残
訣（
宜
大）〔
右〕
前
面
面＇〕
右
側
面〔
左骨
背
面

伊
逹
郡
萬
正
寺

衣
文
等
の
細
部
は
悉
く

消
失
せ
り 。

四
入



昭
和
五

年

月
十
八

昭
和
五

年
一

月
十

た
り。

る
も
の
な
り

冗
日 ・ 日

す
べ
さ
特
徴
を
有
せ
り 。

第
三
十
九
版
下
段

出
士
地

印

刷

所

印

刷

者

登著

行作

者

兼

登 印

行 刷

石

城

郡

南

富

岡

安

久

祉

印

刷

所

東
京
市
新
橋
靡
島
森
口
角

輻

井

東
京
市
芝
厖
田
村
町
五
十一
番
地

安

久

百
田

奇
川・

沙
を
混
へ
た
る
粘
土
を
以
て
作
り ．

燒
締
り
堅
く 、

赤
褐
色
を
呈
せ
り
3

島

太 縣

第
八
版 、
第
三
十
版
及
び
第
三
十
七
版
上
段
園
各
士
偶
と
同
一
型
に
し
文
日
本
海
系
に
属
す

文
様
は
簡
箪
な
る
平
行
線
及
び
巻
頭
曲
線
を
配
合
し
て
敷
設
し ．
前
後
僅
に
そ
の
趣
さ
を
異

に
せ
ク 。

軟
さ
粘
士
に
て
作
り 、

燒
締
b

強
く ‘

灰
色
を
帯
び
た
り 。

此
士
版
は
楕
圃
板
形
の
側
面
に
一
條
の
黙
線
を
饒
ら
し ．
背
面
は
略
平
滑
に 、
前
面
に
は
注
意

郎
ち
全
謄
と
し
C

士
偶
に
於
け
る
身
證
部
を
殆
ん
ど
省
略
し

盛
し

な
が
ら 、
上
端
に
眉
と
鼻
と
を
鮮
明
に
賤
し

他
は
衣
装
に
於
け
る
細
部
を
瑕
り
て
荘
巌
を
期
し

土
版〔
右断則
面〔
中〕
右
側
面玉
左〗
背
面

五
〇
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